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山口県宅老所・グループホーム協会 

第 1 回 理事会議事録（敬称略） 

１ 開 催 日 時  平成 28 年 5 月 24 日（木）13:30～16:35  

２ 会 場  サンライフ防府 会議室 

３ 理 事 総  数  11 名 

４ 出 席 者 数  ９名 

（岡屋会長・越野理事・小川理事・中島理事・山本理事・久保田理事・嶋田理事・

古城理事・山田理事） 

  欠席理事数   ２名（藤本副会長・安藤理事） 

  出 席 監 事    １名（村山監事） 

  欠 席 監 事    １名（村上監事） 

  他       ２名（事務局 松井 吉村） 

   議 長：古城理事   

   議事録署名人：村山監事 

   議事録作成人：事務局 

    

【会 長 挨 拶 】 

 事 務 局 交 代 後 、初 めての理 事 会 である。外 部 の事 業 者 に事 務 局 を委 託 したことで、役

員 ・事 務 局 の役 割 を明 確 化 し、より一 層 事 業 の充 実 を図 っていきたい。 

 

【議 事 】 

１ 議 案 第 １１号 ：定 時 社 員 総 会 について 

  別 紙  平 成 ２８事 業 年 度 定 時 社 員 総 会 当 日 進 行 表 沿 って役 割 分 担 を決 定 。 

受付担当：久保田、山田、中島、小川（但し、代理人対応） 

会費受付：事務局 会費領収書 

写真係：安藤 

定時社員総会司会 （藤本もしくは古城） 

議長選出音戸 （嶋田） 

議長     （山本） 

平成２７事業年度事業報告（岡屋）・決算報告（越野） 

監査報告（村山監事もしくは村上監事） 

研修会司会（古城） 

平成２８事業年度事業計画案（岡屋）・予算案（松井） 

    例 年 会 長 が議 長 をしているが、会 長 は答 弁 に専 念 するため議 長 を山 本 理 事 が務 め

ることする。会 場 の社 員 に向 かって答 弁 できるよう、会 長 ・越 野 理 事 ・事 務 局 松 井 の席

を配 置 する。昨 年 同 様 、花 を準 備 する（予 算 は１万 円 ）。久 保 田 理 事 が花 を手 配 す

る。 
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     来 賓 に案 内 文 を送 付 する。講 師 集 合 時 間 は当 日 14 時 30 分 とする。講 義 に使 用

するＰＣ、マイク、ケーブル等 は事 前 に確 認 をする。講 師 へは謝 金 ２万 円 と交 通 費 を支

給 する。 

     総 会 開 始 前 に新 旧 理 事 にて昼 食 をとりながら、顔 合 わせをする。弁 当 （１０００円 ）を

手 配 する。 

     総 会 終 了 後 、懇 親 会 を行 う。 

 

２ 議 案 第 １号 ：平 成 ２７事 業 年 度  事 業 報 告 および決 算 報 告 の認 定 について 

   会 長 より別 紙 平 成 ２７年 度 事 業 報 告 書 の説 明 がある。 

   越 野 理 事 からの【研 修 部 】についての実 践 研 修 の参 加 者 数 報 告 を削 除 して、受 講 生

者 数 に改 めてはどうか、また、県 指 定 の研 修 と紛 らわしいため、「認 知 症 介 護 実 践 研 修

（フォローアップ研 修 ）開 催 」を単 に「フォローアップ研 修  開 催 」に改 めてではどうかとの

指 摘 がある。⇒【承 認 】。 

 

３ 議 案 第 ２号 ：認 知 症 介 護 基 礎 研 修 について 

   会 長 より、別 紙 平 成 ２８年 度 認 知 症 介 護 基 礎 研 修 について示 され、県 の委 託 を受 けて

実 施 するか検 討 したい旨 の発 言 。 

   県 の委 託 事 業 は利 益 をだせずやりにくい。社 協 は受 託 していない。講 師 は認 知 症 介

護 指 導 者 に限 られ選 出 が難 しい。本 基 礎 研 修 が義 務 化 されていないため受 講 者 の確

保 が難 しい。との意 見 がだされ、今 年 度 は受 託 保 留 。 

 

４ 議 案 第 ３号 ：平 成 ２８事 業 年 度  事 業 計 画 及 び事 業 予 算 の認 定 について 

   別 紙 平 成 ２８事 業 年 度 事 業 計 画 書 を示 して会 長 より説 明 がある。 

   ３．事 業 計 画 中 、「認 知 症 介 護 実 践 研 修 （フォローアップ研 修 ）開 催 」を単 に「フォロー

アップ研 修  開 催 」に改 める。 

   年 間 事 業 計 画 表 について、年 度 の誤 りを修 正 。広 報 誌 発 刊 時 期 についてバランスをと

るため、１１月 に広 報 誌 発 刊 とあるのを１月 に変 更 する。１月 に新 年 あいさつの形 式 で

広 報 誌 を発 刊 する。理 事 会 については、経 費 削 減 の観 点 からも前 年 度 より回 数 を減 ら

す。 

   収 支 予 算 案 について、越 野 理 事 より説 明 がある。認 知 症 介 護 基 礎 研 修 の受 託 を見 送

ったため、事 業 収 入 の部 から削 る。今 年 度 は事 務 局 移 転 に伴 う、印 刷 費 （封 筒 、パン

フレット）、登 記 費 用 などの経 費 が多 くかかっている。 

  以 上 、修 正 し、【承 認 】 

 

５ 議 案 ４号 ：役 員 改 選 について  

   新 理 事 ：長 弘 亮 二 、中 西 恭 子  

   退 任  ：藤 本 雅 弘 、越 野 淳 子 、中 島 雅 之  

   新 理 事 の長 弘 氏 については、当 協 会 理 事 に就 任 することについて懸 案 事 項 が解 消 さ
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れた。中 西 氏 は従 業 員 という立 場 ではあるが、外 部 との関 わりをもち積 極 的 に学 びたい

との意 思 があり推 薦 される。 

   ⇒上 記 のとおり【承 認 】 

 

６ 議 案 ５号 ：慶 弔 見 舞 金 規 程 の改 定 について 

   会 長 より、別 紙 変 更 案 を示 し、従 来 の規 程 では激 甚 災 害 の際 、正 会 員 以 外 の事 業 所

等 に見 舞 金 を支 出 できなかったが、会 長 決 済 で正 会 員 以 外 の事 業 所 等 にも柔 軟 に

対 応 できるよう規 程 を見 直 したい旨 の説 明 がある。 

   第 １条 の「見 持 金 」を「見 舞 金 」へ字 句 修 正 したうえで、原 案 のとおり【承 認 】。 

 

７ 議 案 ６号 ：会 則 の改 定 について 

   会 長 より、別 紙 変 更 案 を示 し、次 のとおり説 明 がある。 

   ①事 務 局 移 転 に伴 い会 則 ３条 の変 更 が必 要 である。今 後 事 務 局 が県 内 で移 転 しても

変 更 が必 要 ないよう「主 たる事 務 所 を、山 口 県 内 に置 く」と定 めたい。また、事 務 局 内

の経 理 権 限 分 掌 規 程 を追 加 したい。 

   ②正 会 員 の資 格 を有 する事 業 所 が賛 助 会 員 になることは許 されるべきではないため、

規 程 を変 更 したい。 

   原 案 のとおり【承 認 】。 

 

８ 議 案 ７号 ：三 役 会 議 の制 定 について 

   理 事 会 とは別 に事 業 執 行 について協 議 する場 として会 長 ・副 会 長 ・事 務 局 長 で構 成

する三 役 会 を設 けたい旨 提 案 がある。 【承 認 】 

 

９ 議 案 ８号 ：専 門 部 会 について 

   会 長 より別 紙 組 織 図 地 域 部 会 の資 料 が示 される。 

活 動 の活 性 化 を図 るため部 長 と部 員 を配 置 し、地 域 部 会 ２名 、研 修 部 会 ４名 、広 報

部 会 ２名 、調 査 研 究 部 会 ２名 、学 習 部 会 ３名 体 制 で臨 みたい。 

ブロック活 動 についても各 ブロックの活 動 をオープンにし、ブロックを超 えた活 動 の促

進 を図 りたい。下 関 ブロック等 は会 員 数 も限 られ、活 動 が狭 まるため他 ブロックの参 加 を

してみたい。例 えば、施 設 見 学 をすると参 加 者 が集 まるのが現 状 であるが、自 ブロック以

外 の見 学 会 等 をぜひ検 討 してほしい。各 ブロックの活 動 報 告 を作 成 し、情 報 の共 有 化

を図 る。 

   以 上 、【承 認 】 

 

10 議 案 ９号 ：部 会 名 簿 の再 編 について 今 回 は審 議 なし 

 

11 議 案 10 号 ：新 入 会 、退 会 の承 認  

   新 入 会 ：協 立 グループホームかいなん 
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       グループホームあかつきの防 府  

   以 上 、【承 認 】 

   退 会 について：グループホーム秋 穂 あかり園 の退 会 について【承 認 】 

            会 費 未 納 の事 業 者 について確 認 をし、退 会 通 知 を出 す。 

     賛 助 会 員 への異 動 申 出 のあるグループホームなのはなについては、個 人 会 員 への

異 動 を案 内 し、仮 に退 会 の申 出 があるようであれば、退 会 を承 認 する。 

 

【その他 報 告 事 項 】 

（１）開 設 １５周 年 記 念 講 演 会 アンケート集 計 結 果 （調 査 研 究 部 ） 

   越 野 理 事 より、別 紙 アンケート集 計 結 果 を示 しながら、説 明 がある。アンケート結 果 は

再 来 年 の記 念 講 演 会 へ生 かす旨 の確 認 。 

（２）グループホームの地 域 貢 献 活 動 に関 するアンケート調 査 報 告  

   越 野 理 事 より、別 紙 アンケート集 計 結 果 を示 しながら、説 明 がある。１１月 の最 終 報 告

まで、藤 本 副 会 長 、越 野 理 事 が担 当 することを確 認 した。 

（３）山 口 県 人 材 確 保 対 策 協 議 会 報 告 等  

   岡 屋 会 長 より参 加 報 告 がある。継 続 して、岡 屋 会 長 が出 席 する。 

   介 護 保 険 研 究 大 会 実 行 委 員 については岡 屋 会 長 が担 当 する。 

  

 上 記 の決 議 を明 確 にするため，この議 事 録 を作 成 し，議 長 、会 長 および議 事 録 署 名 人 が

これに記 名 押 印 する。 

 

平 成 28 年   月   日  

 

           議     長  

 

 

           会     長  

 

 

           監     事  

 

            













































































平成２８事業年度定時社員総会当日進行表  
13：00 受付開始   （  ）（  ）（  ）（  ） 

    ４名 受付名簿・総会資料配布 

    会費受付 （   ）会費領収書 

    写真係  （   ）１名 

14：00 定時社員総会開始  司会 （     ） 

     出席者数（    名） 委任状（    名） 

     社員総会の成立の有無 

    1.開会の言葉 

2.会長挨拶 岡屋会長 

    3.来賓祝辞 村谷利浩 氏 

4.山口県ＧＨ協会定時社員総会開始 

 議長選出音戸 （   ） 

 議長     （   ） 

議事録署名人の件→事務局一任→理事二人選出する。後、議案入り。 

≪議案≫ 

 議案第１号  平成２７事業年度事業報告（   ）・決算報告（   ） 

        事業報告は研修事業の報告書と同様 

        監査報告（   ） 

 議案第２号  役員改選 

        議長→役員候補一覧提案→承認→会長、副会長を決める為に５

分休憩を挟む→休憩後議長より発表→新役員前に出て挨拶。 

議案第３号  平成２８事業年度事業計画案（  ）・予算案（  ） 

     議案第４号  全国グループホーム団体連合会との連携について 

    ≪報告事項≫ 

総会は以上で終了 
 研修会までの休憩中に役員会を開催し、役職打ち合わせ。 

 研修会前に会員に報告とする。後、新旧役員挨拶。 

 

    5.研修会 司会（   ） 

研修会：：「グループホームが備えるべき保険について」 

     講師名：社会福祉法人 萩市社会福祉協議会  

地域福祉課 地域福祉推進係 係長 山本真琴 様 

終了後 各ブロックの集まり 
１６：４５ 後片付け・退室 
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